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令和２年度千葉市子どもの生活状況に関する実態調査（抜粋） 

 

１ 教育の視点から 

（１）子ども票 授業の理解度 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の理解度について、小学生・中学生ともに、「いつもわかる」と「だいたいわかる」を合

わせた割合は、非生活困窮世帯に対し、その他の世帯では低く、小学生では生活保護世帯、

中学生では児童養護施設等が特に低かった。 

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

528

一般世帯
（生活困窮世帯）

50

ひとり親世帯 125

生活保護世帯 36

就学援助世帯 118

児童養護施設等 14

19.1

14.0

13.6

13.6

14.3

47.5

46.0

38.4

27.8

43.2

42.9

26.1

28.0

38.4

55.6

31.4

28.6

5.1

2.0

8.0

8.3

7.6

7.1

1.3

6.0

1.6

2.8

4.2

7.1

0.8

4.0

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

480

一般世帯
（生活困窮世帯）

49

ひとり親世帯 158

生活保護世帯 44

就学援助世帯 110

児童養護施設等 23

9.0

18.4

7.0

10.0

37.7

24.5

20.3

40.9

23.6

13.0

41.3

44.9

45.6

36.4

44.5

65.2

8.8

6.1

14.6

15.9

12.7

13.0

2.5

6.1

10.8

4.5

7.3

8.7

0.8

1.9

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資料１－２ 
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 （２）子ども票 進学の見通しと希望の比較（「大学またはそれ以上」と回答した割合 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学の見通しと希望について、「大学またはそれ以上」と回答した割合の比較では、世帯類型

にかかわらず希望よりも見通しが低くなっており、特に、小学生では、一般世帯（生活困窮

世帯）で、中学生では、生活保護世帯で、希望より見通しが低くなる割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 =
％

一般世帯

（非生活困窮世帯）
528

一般世帯
（生活困窮世帯）

50

ひとり親世帯 125

生活保護世帯 36

就学援助世帯 118

児童養護施設等 14

39.8

30.0

30.4

13.9

33.9

14.3

0.0

23.9

6.0

18.4

5.6

20.3

14.3

0 20 40 60 80 100

希望

見通し

回答者数 =
％

一般世帯

（非生活困窮世帯）
480

一般世帯
（生活困窮世帯）

49

ひとり親世帯 158

生活保護世帯 44

就学援助世帯 110

児童養護施設等 23

53.3

38.8

35.4

22.7

40.9

17.4

0.0

34.2

22.4

21.5

4.5

20.9

8.7

0 20 40 60 80 100

希望

見通し
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２ 生活の視点から 

（１）子ども票 食事の頻度（朝食） 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事（朝食）の頻度について、小学生では『生活保護世帯』、中学生では『ひとり親世帯』『就

学援助世帯』で他に比べ、「毎日食べる（週７日）」の割合が低かった。 

 

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

無回答

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

無回答

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

528

一般世帯
（生活困窮世帯）

50

ひとり親世帯 125

生活保護世帯 36

就学援助世帯 118

児童養護施設等 14

87.1

76.0

75.2

63.9

77.1

71.4

7.2

12.0

10.4

13.9

10.2

14.3

2.3

6.0

6.4

5.6

5.1

2.7

4.0

6.4

16.7

6.8

0.8

2.0

1.6

0.8

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

480

一般世帯
（生活困窮世帯）

49

ひとり親世帯 158

生活保護世帯 44

就学援助世帯 110

児童養護施設等 23

81.5

75.5

67.7

75.0

63.6

69.6

11.3

12.2

10.1

6.8

17.3

8.7

3.1

2.0

5.1

4.5

5.5

8.7

3.5

10.2

14.6

11.4

11.8

13.0

0.6

2.5

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）支援機関等（※） 貧困家庭の困難な状況 

 ※社会福祉協議会各区事務所、保育所、子どもルーム、生活・自立仕事相談センター、 

子育て支援施設、母子生活支援施設、児童家庭支援センター、子どもナビゲーター、 

子ども食堂、フードバンク、学習支援団体、スクールカウンセラー、スクールソー 

シャルワーカー、母子父子自立支援員、家庭相談員、ひとり親支援団体 等 95団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族が子どもに虐待をしている（ネグレクトを含む）」の割合が 59.6％と最も高く、次いで

「保護者が子どもへの関心が薄い」の割合が 56.1％、「子どもが食事を十分にとれていない」、

「住環境が劣悪である」の割合が 38.6％となった。 

 

 

 

 

回答者数 = 57 ％

家族が子どもに虐待をしている
（ネグレクトを含む）

家族がＤＶを受けた経験がある

保護者が子どもに必要以上に
干渉している

保護者が子どもに過度の期待
をかけている

保護者が子どもへの関心が薄
い

子どもが食事を十分にとれてい
ない

子どもが身体の成長や季節に
応じた服装をしていない

住環境が劣悪である

子どもが病院にかかるのを控え
ている

わからない

その他

無回答

59.6

22.8

3.5

1.8

56.1

38.6

15.8

38.6

3.5

3.5

15.8

3.5

0 20 40 60 80 100
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３ 保護者の就労の視点から 

（１）保護者票 暮らし向き（主観） 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし向き（主観）について、小学生保護者では、他に比べ、生活保護世帯で「苦しい」と

「大変苦しい」を合わせた割合が高く、中学生では、加えて一般世帯（生活困窮世帯）でも

「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合が高かった。 

  

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

573

一般世帯
（生活困窮世帯）

51

ひとり親世帯 138

生活保護世帯 43

就学援助世帯 125

2.4

0.8

12.4

5.9

1.4

1.6

60.2

41.2

44.2

25.6

33.6

21.1

41.2

36.2

44.2

44.0

3.1

7.8

14.5

30.2

18.4

0.7

3.9

3.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい

大変苦しい 無回答

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい

大変苦しい 無回答

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

524

一般世帯
（生活困窮世帯）

52

ひとり親世帯 167

生活保護世帯 53

就学援助世帯 121

2.1

1.9

0.8

8.8

1.9

2.4

2.5

62.0

32.7

41.3

22.6

42.1

24.2

36.5

38.3

47.2

35.5

2.7

28.8

16.8

22.6

17.4

0.2

1.2

5.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）保護者票 親の雇用形態 

Ａ 母親 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の雇用形態について、小学生保護者、中学生保護者ともに、他に比べ、生活保護世帯で

「働いていない」の割合が高かった。 

 

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

573

一般世帯
（生活困窮世帯）

51

ひとり親世帯 138

生活保護世帯 43

就学援助世帯 125

21.3

23.5

31.9

4.7

14.4

4.0

7.8

10.1

2.3

8.0

48.3

45.1

44.2

39.5

39.2

5.6

5.9

3.6

13.6

19.2

15.7

9.4

53.5

20.0

0.5

0.7

0.8

1.0

2.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む）

働いていない（専業主婦/ 主夫）

いない、わからない

無回答

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

524

一般世帯
（生活困窮世帯）

52

ひとり親世帯 167

生活保護世帯 53

就学援助世帯 121

21.6

23.1

38.3

14.9

8.0

11.5

10.2

3.8

6.6

51.3

36.5

36.5

45.3

47.9

4.6

7.7

1.8

8.3

12.6

19.2

10.2

45.3

19.8

0.4

1.8

1.9

2.5

1.5

1.9

1.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む）

働いていない（専業主婦/ 主夫）

いない、わからない

無回答
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Ｂ 父親 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の雇用形態について、小学生保護者、中学生保護者ともに、他に比べ、一般世帯（非生活

困窮世帯）で「正社員・正規職員・会社役員」の割合が高く、その他の世帯と大きな開きがあ

った。 

 

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

573

一般世帯
（生活困窮世帯）

51

ひとり親世帯 138

生活保護世帯 43

就学援助世帯 125

84.8

29.4

19.6

9.3

38.4

1.2

0.7

2.3

6.4

1.4

3.2

9.4

23.5

4.3

28.0

7.8

1.4

16.3

3.2

1.0

15.7

21.7

18.6

7.2

3.5

23.5

50.7

53.5

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む）

働いていない（専業主婦/ 主夫）

いない、わからない

無回答

回答者数 =

一般世帯
（非生活困窮世帯）

524

一般世帯
（生活困窮世帯）

52

ひとり親世帯 167

生活保護世帯 53

就学援助世帯 121

82.3

23.1

29.3

3.8

30.6

0.8

5.0

1.7

1.9

0.6

3.8

5.8

10.7

15.4

1.8

1.9

18.2

0.4

7.7

0.6

11.3

6.6

1.1

5.8

19.2

20.8

9.9

3.1

46.2

48.5

58.5

24.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む）

働いていない（専業主婦/ 主夫）

いない、わからない

無回答
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４ 支援体制の視点から 

 （１）支援機関等 支援にあたって困難だと感じる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「支援が必要であるのに、その家庭からの訴えがないため支援に入れない」の割合が 73.7％

と最も高く、次いで「保護者との接触、信頼関係づくりが難しい」の割合が 68.4％、「支援

が必要であるのに、支援を拒まれる」の割合が 47.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 57 ％

保護者との接触、信頼関係づくりが
難しい

子どもとの信頼関係づくりが難しい

支援に用いることができる制度（資
源）が少ない

支援者側の人手が不足しているた
め、支援ができない

支援者間での連携が難しい

保護者が支援制度を知らない（知ろ
うとしない）ため、支援が行き届かな
い

支援が必要であるのに、その家庭か
らの訴えがないため支援に入れない

支援が必要であるのに、支援を拒ま
れる

わからない

特にない

その他

無回答

68.4

19.3

21.1

17.5

19.3

45.6

73.7

47.4

0.0

0.0

7.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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参 考 子ども票 生活における満足感 

 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均点

回答者数 =

全  体 558 7.03

非生活困窮世帯 480 7.02

生活困窮世帯 49 6.94

0.7

0.6

0.5

0.6

2.0

2.3

3.6

4.0

2.0

7.3

7.3

12.2

12.4

11.7

18.4

9.1

9.4

8.2

15.4

15.2

14.3

20.1

20.6

18.4

11.1

10.8

8.2

16.3

16.5

16.3

1.4

1.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平均点

回答者数 =

全  体 624 7.67

非生活困窮世帯 528 7.70

生活困窮世帯 50 7.41

0.8

0.8

2.0

0.3

0.2

1.0

0.8

2.9

2.5

6.0

3.8

4.0

4.0

9.6

9.5

14.0

7.9

8.0

8.0

13.1

14.0

8.0

16.3

16.3

14.0

14.4

15.0

14.0

27.6

27.1

28.0

2.2

2.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０点（まったく満足していない） １点 ２点

３点 ４点 ５点

６点 ７点 ８点

９点 10点（十分に満足している） 無回答

０点（まったく満足していない） １点 ２点

３点 ４点 ５点

６点 ７点 ８点

９点 10点（十分に満足している） 無回答


